
  

 

 

 

 

 

        
 

 
 

 

校長  八木橋 桂二 

■ 子どもたちを見守る地域の方々の思い ～二宮金次郎像より～   

本校の中央玄関横に二宮金次郎の像があります。この像は昭和３９年に地域の有志の皆様

から寄贈していただいたものです。金次郎は少年期に両親を失いましたが、貧困に負けず、独

学で学問を身につけ、農村の復興や藩の立て直しを行います。また、勤労を重んじ、「積小為

大（せきしょういだい：小さなことからコツコツと励み続けることが、やがて大きく実を結ぶ）」

という考えを人々に説きました。 

今年で５８歳になる本校の二宮金次郎像には「心をあわせて」という言葉が彫られていま

す。みんなで気持ちを一つにし、協力し合って成長してほしいという当時の地域・保護者の

方々の思いが伝わってきます。少し前になりますが、子どもたちにも全校集会でこの話をしま

した。その後の学芸発表会では、どの学年も「心をあわせた」素晴らしい発表を見せてくれまし

た。 

子どもたち一人一人の健やかな成長を願う気持ちは、今も変わらぬ地域の皆様の思いと受

け止め、学校教育の責任を果たしていかなければと思っております。 

■ 自己肯定感を育てる                               

現在、「自己肯定感」という言葉は、小中学校期の児童生徒のよりよい学校生活を考える上

で、重要なキーワードとなっています。 

自己肯定感とは、「ありのままの自分を肯定する感覚」のことで、他者と比較することな

く、自分自身が「今の自分」を認め、尊重することで生まれる感覚であり、物事を進めるための

原動力にもなるため、将来の仕事のパフォーマンスや人生の満足度を上げるうえでも重要な

要素の一つと考えられています。 

学校でも、毎日の授業や学校生活全体を通して育てていくことを目指しています。自己肯

定感が高い人は、周囲と良好な人間関係を築くことができ、物事を肯定的に見て、よりよく行

動することができます。また、新しいことにも失敗を恐れずにチャレンジできるため、失敗を

糧としてさらに成長することができます。 

小学校期の子どもたちは、集団生活の中で友達と自分を比較し、時に劣等感が芽生えるこ

ともあります。しかし、それを自身の頑張りや周りの応援で乗り越えたとき、自信をもち、次の

目標に向かって、また努力を続けることができます。 

自己肯定感を育てる上で、私たち大人は、子どもに自己決定の場を数多く与えることが大

切です。そして、自己決定の基準として、いろいろな角度から物事を見て判断するようにアド

バイスし、考えさせることを繰り返すことが重要です。自己決定がむずかしいようであれば、

複数の選択肢を示して選ばせるのも方法の一つです。同時に、私たち大人も、子どもとともに

学び、よりよく生きるという姿勢を持ち続けたいものです。 

   当別町立西当別小学校 学校だより 
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【学校教育目標】 

心ゆさぶる感性 のびのび語り合う子 

学び求める知性 ぐんぐん学び合う子 

生き方磨く個性 もりもりきたえ合う子 

今こそ「早寝，早起き，朝ごはん」運動を！ 

家庭学習時間  学年×１０分＋１０分 

☎ 0133－26－2170  学校ＨＰ http://portal.town.tobetsu.hokkaido.jp/school/nishitobetsu-el/ 

 

「心をあわせて」 

 



 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事 

1 木  

2 金 

当別町学校課題研究発表会 

※３年１組、５年１組は５時間授業 

※上記の以外の学級は午前授業給食

あり 

3 土  

4 日  

5 月  

6 火 
参観日（３・４年） 

４年人権教室 

7 水 
参観日（５・６年） 

６年ＪＩＣＡ出前授業 

8 木 

参観日（１・２年、たんぽぽ） 

ＰＴＡ役員会⑤１８：００～ 

ＰＴＡ常任委員会④１８：３０～ 

9 金 
児童委員会（４） 

Ｐ）文化厚生部「しめ縄づくり」 

10 土  

11 日  

12 月 図書返本（～１４日） 

13 火 ５・６年認知症サポーター講座 

14 水 会議日 

15 木 ６年新入生説明会② 

16 金 英検ＥＳＧ（６年） 

17 土  

18 日  

19 月 冬休み図書貸出（～２１日） 

20 火  

21 水 会議日 

22 木 ５・６年ＩＣＴ機器モラル講演会 

23 金 
冬休み前集会 

休業前清掃 

24 土 冬休み（～１／１６） 

25 日  

26 月  

27 火  

28 水  

29 木 学校閉庁日 

30 金 学校閉庁日 

31 土 学校閉庁日 

 

 
 
 

１２月６日（火）～９日（木）にかけて、

１２月の授業参観を実施いたします。ご多

用のこととは思いますが、ぜひ学校でのお

子さんの学習の様子や生活の様子を見て

いただければと思います。 

なお、先日、参観日のご案内文書を配布

したところですが、書かれている通り、感

染拡大防止の観点から、 

懇談会については中止 

とさせていただきました。 

ご理解とご協力をお願 

いいたします。 

 

 

 

今年度は、新型コロナウィルス感染症の影

響もありましたが、感染対策を講じつつ、でき

るかぎりの教育活動を行ってきたところです。

状況を鑑み、縮小したものもありましたが、大

きな行事である運動会や学芸発表会、修学旅

行や宿泊学習も実施することができ、子ども

たちに大きな達成感を味合わせることができ

たのではないかと思っております。 

さて、先日、各ご家庭に今年度の教育活動

を振り返るアンケートのお願い文書を配布さ

せていただきました。今年度は、Google フォー

ムで回答できるようにしています。次年度の活

動に生かすため、ぜひアンケートにご協力くだ 

さい。つきましては、１２月５日 

（月）までに、１家庭１回の回答 

をお願いいたします。お忙しい 

中とは存じますが、ご協力の 

程、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

＊自家用車での来校はご遠慮ください。駐
車スペースはありません。 

＊参観中は会話を控え、保護者同士や児童
との間隔をできるだけ確保してくださ
い。 

＊上履きは各自でご持参ください。 
＊感染症拡大防止のため、マスクの着用を
お願いいたします。また、児童玄関での
手指消毒にご協力ください。 

＊体調不良や発熱、風邪症状等がある方は
出席をお控えください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は withコロナで、感染対策を取りなが
らも、各学年工夫を凝らして発表を行いました。
どの学年も素晴らしい発表ができました。写真は
児童公開日のものですが、少しだけ紹介させてい
ただきます。 

 
 

 

 

 

６年生の劇、「不言色の

蛍」。迫真の演技に会場の

観客も圧倒されていまし

た。さすが最高学年！ 

 

 

 １年生の劇「てぶ

くろ」。楽しく、元

気に発表できていま

したね！ 

 

 

 ３年生、元気いっぱい

の器楽演奏！会場も大盛

り上がりでした！ 

  

 

 

 ２年生は器楽合奏に挑

戦！ディズニーの曲を上

手に演奏していました！

頑張ったね！ 

 ４年生の器楽合奏は
銀河鉄道９９９や映画
クレヨンしんちゃんの
主題歌の曲をぴったり
息を合わせて演奏して
いました。 

 ５年生の群読「走れメロ

ス」。バックに映っている版画

は子どもたちのお手製です。

すごい！ 

 



◆◆◆◆◆◆                  ◆◆◆◆◆◆ 

１１月９日（水）に、道警の音楽隊とカラーガ

ード隊が来校し、コンサートを行いました。本格

的な音楽に、子どもたちは目を輝かせていまし

た。知っている曲が流れると、子どもたちもうき

うきに。体を動かしながら聞いている子が大勢い

ました。ある子は、私も吹奏楽をやってみたい！

とつぶやいていたり、ある子は音楽にさらに興味

がわき、あふれる気持ちを抑えきれなかったの

か、教室で早速リコーダーを吹いたりしていまし

た。良い機会を作ってくださった音楽隊とカラー

ガード隊に感謝です！ 

 

◆◆◆◆                     ◆◆◆◆ 

現在、本校でも新型コロナウィルス感染症の感染者数が拡大傾向にあります。ご家庭の協力もあ

り、学校での急激な感染拡大は防げている状態ではありますが、今後についてもお願いしたい内容

を記載させていただきました。学校が子どもたちにとって安心・安全に過ごせる場所になるように、

学校、家庭で協力していけたらと思っています。よろしくお願いいたします。 

感染症対策は「基本」をしっかりと 

★症状がある場合は登校しません。（同居の家族に症状がある場合も同様です） 

 ・せきや鼻水、頭痛・腹痛など、何らかの症状がある場合は、自宅で休養してください。 

 ・感染、または濃厚接触者となり待機期間（感染者：７日間、濃厚接触者：５日間）が解除に 

なった後も、症状がある場合はお休みください。 

・待機期間が過ぎた後も、１０日目までは健康観察を強化しつつ、いつも以上に感染症対策を

徹底していただくようお願いいたします。 

 ★手洗いをしっかりと。 

  ・せっけんで１０秒間もみ洗いをし、流水で１５ 

秒すすぐと、ウィルスの量は１万分の１にな 

ります！手洗い大事です！！ 

 ★換気をしましょう。 

  ・新型コロナウィルスは空気感染と言われてい    

ます。換気をすることでかなりの予防効果が 

あります。 

◎ご家族に感染者がいた場合の待機期間について 

 感染者は、発熱や明らかな風邪症状があった日を０日目とし、７日間が待機期間となる。 

 濃厚接触者は、感染者と接触した日を０日目とし、５日間が待機期間となる。 

 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

感染者 発熱 検査 待機期間 健康観察期間 

濃厚接触者 接触 待機期間      

 

 

出典：北海道立総合研究機構北方建築総合研究所 

 


